














 一 はじめに 
 二 在郷軍人グループの政治化と思想的背景 
 三 昭和 10年における在郷軍人グループの政治活動とその抑制 
 四 大政翼賛会成立過程における在郷軍人の政治活動と軍中央の抑制 





 二 大政翼賛会成立前後の在郷軍人の政治活動とその抑制 
  （1）在郷軍人グループの翼賛壮年団への進出とその政治化の抑制 
  （2）戦陣訓から見る在郷軍人の統制 
 三 翼賛選挙と在郷軍人 
 四 在郷軍人グループの政治活動の挫折 













 一 はじめに 
 二 政治目的の設定と軍事の統制 
 三 日中戦争後の政戦略論と総力戦論 
 四 対英米戦争期における政戦略論 





 一 はじめに 
 二 石原莞爾と大串兎代夫の政戦両略論と問題提起 
 三 天皇親政論の挫折と軍事が優越する政戦両略の一体まで 
 四 「統帥権の独立」と超憲法的存在のジレンマ 
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